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空
前
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
関
東
大
震
災
か
ら
７７
年
。

ま
た
戦
後
最
大
の
被
害
と
な
っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か

ら
は
や
５
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
し
か
し
最
近
で
は
三
宅
島

周
辺
で
も
群
発
地
震
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
時
と
場
所
に
関

係
な
く
襲
っ
て
く
る
地
震
に
対
し
て
日
ご
ろ
か
ら
備
え
を
す

る
こ
と
が
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
有
効
な
手
段
と
な
り

ま
す
。

そ
こ
で
関
東
大
震
災
の
あ
っ
た
９
月
１
日
の「
防
災
の
日
」

を
前
に
し
て
、
市
で
は
８
月
２７
日
に
忠
生
第
一
小
学
校
を
メ

イ
ン
会
場
と
し
て
市
内
各
地
で
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま

す
。家

族
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
で
ぜ
ひ
積
極
的
に
ご
参
加
下

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
防
災
課
（
�
７
２
４
・
２
１
０
７
）

へ
お
願
い
し
ま
す
。

直
下
型
地
震
の
想
定
で
は
、
忠

生
地
区
付
近
に
甚
大
な
被
害
が
生

じ
た
と
し
て
、
忠
生
第
一
小
学
校

を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
行
い
ま

す
。

地
震
発
生
時
の
行
動
を
学

ぶ
起
震
車
に
よ
る
震
動
体
験
、
煙

体
験
な
ど
実
際
に
体
で
覚
え
る
体

験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
消
防
署
・
消
防
団
指
導

に
よ
る
消
火
訓
練
や
救
助
訓
練
、

近
隣
の
自
主
防
災
組
織
等
と
協
力

す
る
避
難
所
開
設
運
営
訓
練
も
行

わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
医
師
会
・
歯
科
医
師
会

に
よ
る
救
護
所
の
設
置
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
復
旧
、
山
梨
県
増
穂
町

等
に
よ
る
援
助
物
資
搬
送
、
ジ
ャ

パ
ン
ケ
ン
ネ
ル
ク
ラ
ブ
等
に
よ
る

救
出
救
助
・
人
命
検
索
な
ど
、様
々

な
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

自
分
達
の
ま
ち
は
自
分
達
で
守
ろ
う

訓
練
は
、
市
内
全
域
で
多
数
の

負
傷
者
や
火
災
が
発
生
し
、
建
物

・
道
路
の
ほ
か
、
交
通
・
電
気
・

水
道
な
ど
の
施
設
に
も
被
害
が
あ

り
、
混
乱
を
生
じ
て
い
る
と
の
想

定
で
行
い
ま
す
。
市
指
定
の
避
難

所
を
中
心
に
、
市
民
自
主
防
災
組

織
、
消
防
署
、
消
防
団
、
医
師
会
、

市
な
ど
の
機
関
が
参
加
し
、
応
急

救
護
、
初
期
消
火
訓
練
な
ど
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、
忠
生
第
一
小
学
校
を
含

め
た
１１
か
所
で
は
、
近
隣
の
自
主

防
災
組
織
と
協
力
し
て
、
実
践
的

な
避
難
所
開
設
運
営
訓
練
が
行
わ

れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
Ｊ
Ｒ
・
小
田
急

線
町
田
駅
及
び
そ
の
周
辺
に
お
い

て
、
混
乱
を
防
止
す
る
た
め
に
減

速
走
行
訓
練
、
両
駅
乗
降
客
な
ど

に
対
す
る
通
行
規
制
や
誘
導
訓
練

が
行
わ
れ
ま
す
。

警
戒
宣
言
発
令
後

市
は
警
戒
宣
言
の
発
令
を
関
係

各
機
関
に
連
絡
し
ま
す
。
こ
れ
を

受
け
て
各
機
関
は
初
動
措
置
訓
練

な
ど
を
行
い
ま
す
。

市
、
消
防
署
、
消
防
団
は
市
民

に
警
戒
宣
言
発
令
の
広
報
な
ど
を

行
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
内
で
は
役
割
分

担
に
従
い
、
地
域
住
民
に
情
報
を

伝
え
る
な
ど
の
活
動
を
し
ま
す
。

各
家
庭
で
は
、
警
戒
宣
言
の
合

図
（
サ
イ
レ
ン
）
に
合
わ
せ
て
火

の
元
の
点
検
、
身
軽
な
服
装
に
着

替
え
る
、非
常
持
ち
出
し
品
確
認
、

消
火
器
・
消
火
用
水
の
確
認
、
家

族
そ
ろ
っ
て
防
災
会
議
を
開
く
な

ど
の
訓
練
を
行
っ
て
下
さ
い
。

な
お
、
警
戒
宣
言
発
令
後
の
広

報
は
訓
練
の
た
め
の
も
の
で
す
か

ら
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

地

震

発

生

後

地
震
発
生
の
合
図（
サ
イ
レ
ン
）

で
、
各
地
区
の
訓
練
が
始
ま
り
ま

す
。各

家
庭
で
は
、
ガ
ス
の
元
栓
を

を
閉
め
る
、
電
源
を
切
る
な
ど
の

出
火
防
止
訓
練
や
、
テ
ー
ブ
ル
な

ど
の
下
に
身
を
伏
せ
る
、
出
口
を

確
保
す
る
な
ど
の
身
体
防
護
訓
練

を
行
っ
て
下
さ
い
。

避
難
す
る
際
に
は
、
地
域
内
の

災
害
弱
者
の
安
全
確
認
と
避
難
の

手
助
け
な
ど
の
訓
練
も
行
っ
て
下

さ
い
。
ま
た
避
難
所
で
は
、
隣
接

の
自
主
防
災
組
織
と
協
力
し
て
、

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
や
初
期
消
火
訓

練
、
応
急
救
護
訓
練
、
炊
き
出
し

訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

警
戒
宣
言
・
地
震

発

生

合

図

（
サ

イ

レ

ン
）

警
戒
宣
言
と
地
震
発
生
の
合
図

の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
場
所
は
、

市
役
所
、
市
立
小
中
学
校
、
市
の

施
設
、
公
園
な
ど
２
２
０
か
所
の

固
定
系
防
災
行
政
無
線
、
消
防
署

５
か
所
、
消
防
団
の
消
防
器
具
置

き
場
３６
か
所
で
す
。

〈
サ
イ
レ
ン
の
鳴
ら
し
方
〉

☆
警
戒
宣
言
の
発
令

午
前
８
時

３０
分
に
４５
秒
間
の
サ
イ
レ
ン
が
３

回
鳴
り
ま
す
。

☆
地
震
の
発
生

午
前
９
時
に
３０

秒
間
の
サ
イ
レ
ン
が
１
回
鳴
り
ま

す
。
サ
イ
レ
ン
に
合
わ
せ
て
訓
練

に
ご
参
加
下
さ
い
。

【
警
戒
宣
言
発
令
に
伴
う
対
応
訓
練
】

○
想
定
（
東
海
地
震
）


１
午
前
８
時
３０
分
、
警
戒
宣
言
発
令

２
午

前
９
時
、
駿
河
湾
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
８
の
大
規
模
地
震
が
発
生

こ
の
地
震
と
同
時
に
、
忠
生
地
区
を
震
源

と
す
る
直
下
型
地
震
が
発
生
し
た
。

【
地
震
対
応
訓
練
】

○
想
定
（
直
下
型
地
震
）

午
前
９
時
、
市
内
忠
生
地
区
で
地
震
が
発

生
、
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
、
震
源
の

深
さ
は
約
２０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
推
定
さ
れ
、

震
央
の
半
径
２０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
で
は

「
震
度
６
〜
７
」
が
観
測
さ
れ
た
。

お願い
忠生第一小学校で

行われる訓練の一つ

に、「応急物資の搬

送訓練」があります。

当日、忠生第一小

学校へ搬送を行うた

め、多くの関係車両

が同校周辺に待機す

ることになっていま

す。

近隣の方にはご迷

惑をおかけします

が、ご理解・ご協力

をお願いします。

地
震
は
い
つ
お
こ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
大
き
な
地

震
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
だ
れ

も
が
慌
て
ま
す
。
こ
う
し
た
と

き
、
日
ご
ろ
か
ら
の
防
災
知
識

が
役
に
立
ち
ま
す
。

�１
ま
ず
身
の
安
全

地
震
の
揺
れ
を
感
じ
た
ら
素

早
く
テ
ー
ブ
ル
や
机
の
下
に
。

�２
素
早
く
火
の
始
末

ガ
ス
は
元
栓
ま
で
閉
め
、
電

気
器
具
は
コ
ー
ド
を
抜
く
。
揺

れ
が
お
さ
ま
っ
た
後
の
点
検
も

大
切
。

�３
慌
て
て
外
に
飛
び
出
す
な

慌
て
て
飛
び
出
す
と
落
下
物

や
倒
壊
物
で
怪
我
を
し
ま
す
。

子
ど
も
に
は
声
を
か
け
て
安
心

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

�４
出
火
し
た
ら
素
早
く
消
火

天
井
に
燃
え
移
ら
な
い
う
ち

に
消
火
し
な
が
ら
、
大
声
で
近

所
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
燃
え

だ
し
て
か
ら
１
分
が
勝
負
。

�５
出
口
を
確
保

特
に
団
地
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で

は
扉
が
開
か
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
閉
じ
込
め
ら
れ
な

い
よ
う
に
。

�６
隣
近
所
で
協
力
し
合
う

自
分
勝
手
に
動
か
ず
、
声
を

か
け
あ
い
、
消
火
や
救
護
活
動

を
し
ま
し
ょ
う
。

�７
塀
や
壁
な
ど
に
近
寄
ら
な
い

ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
石
塀
、
門
柱
、

崖
、
川
べ
り
な
ど
か
ら
い
そ
い

で
離
れ
ま
し
ょ
う
。

�８
ガ
ラ
ス
の
破
片
に
気
を
つ
け

て

室
内
で
は
割
れ
て
飛
び
散

っ
た
食
器
、照
明
器
具
に
注
意
。

野
外
で
は
ビ
ル
か
ら
降
っ
て
く

る
窓
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
看
板
類

か
ら
頭
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

�９
お
年
寄
り
、
病
弱
者
、
幼
児

を
守
る

子
ど
も
や
お
年
寄
り
を
優
先

し
て
避
難
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
病

人
が
動
け
な
い
場
合
は
布
団
を

か
ぶ
せ
、
安
全
な
場
所
へ
。
乳

幼
児
は
抱
き
か
か
え
て
。

�１０
歩
い
て
避
難
す
る

交
通
は
ま
ひ
状
態
に
な
り
、

自
動
車
に
よ
る
避
難
は
不
可
能

で
す
。
外
に
出
る
と
き
は
、
防

災
頭
巾
や
座
布
団
な
ど
で
頭
を

保
護
し
ま
し
ょ
う
。

本紙は古紙配合率70％再生紙を使用しています。ごみの減量と資源化にご協力を

� 市市 のの 宣宣 言言

◇ 非核平和都市宣言
◇ 青少年健全育成都市宣言
◇ 交通安全都市宣言

自
主
防
災
組
織
及
び

地
域
で
の
訓
練

災
害
拠
点
で
の
訓
練

�
�
忠
生
第
一
小
学
校
�
�

あわてずに	
いざというときの

10か条

訓練の想定８月27日（日）

８月27日（日）
市 内 全 域 で総合防災訓練

８／２１２０００年
（平成１２年）

第１２６４号


